
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12月の活動は、4日の「くま訓練」からスタートです。 
デンコーチも 10 月に任命されてから 3 か月目に入り、く

まスカウトへの指導が板についています。活動も意欲的に

参加してくれてとても頼もしいです（ありがとう）。 
 
 

 
 
 
 
 
今年の夏休みに岩崎ベンチャースカウトが、体験を通し

様々なことを学ぶためカナダにホームステイしました。ス

テイ先のご家族がなんとボーイスカウト関係の方でした。   
世界スカウト人口は、約 2500 万人。世界スカウト機構

加盟国は、160 か国です。カナダは、インターアメリカ地

域（32か国、事務局チリ）に属し約 14万 6千人の加盟員

が活動しています。日本は、アジア太平洋地域（24 か国、

事務局フィリピン）に属し、約 17 万人の加盟員が活動し

ています（スカウト数は、減少気味です。46団ＣＳ隊活動

が様々な体験を通して楽しい活動であること、役に立つこ

とを是非お友達に広めて頂き、15人の輪をもっと大輪にし

ましょう）。 
さて 4日の隊集会は、岩崎

ママに事前準備（手紙の書き

方・手紙サンプル）頂き、カ

ナダ連盟ナイアガラ第1団カ

ブスカウト宛てにクリスマス

カードを作りました。手紙の

書き方、説明を真剣に聞きま

す（ほんとに届くの？・返事

来るかな？）。 
「Ｄｅａｒ Ｎｉａｇａｒ

ａ１」、「Ｍｅｒｒｙ Ｃｈｒ

ｉｓｔｍａｓ」、「Ｈａｐｐｙ 

Ｓｃｏｕｔｉｎｇ」・・・・ 
英語、ローマ字をまじえて 

             うさぎ・しか・くまスカウト

全            全員が、思い思いの手紙を描 
         きます。（岩崎ママありがとう 

ございました） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリスマスを連想して 
「ゆきだるま」、「クリスマ 
スツリー」、「ジングルベル」 
を描いたスカウトが多かっ 
たかな。中には、アニメキャ 
ラクターを描いたスカウト 
もいました。 
 日本のアニメ、カナダのカブ隊知っているかな～？ 

 
 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 組組長のクリスマスカードをちょっと拝見。日本の国

旗とカナダの国旗が手と手を取り合っています。 
次回活動は、今年３回目の募金活動です。私たちも共に

手と手を取り合いできることを継続していきましょう。 
 

カブ通信 
 ～友達の輪（世界へ届け）～ 

Ｌｅｔｔｅｒ 
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 自分たちの生活は、自然環境や地域社会等を踏まえた全 
ての、社会環境の中で成り立っています。地域社会の一員 
としての自覚を育てることはとても大切です。 
社会の中で生活するためのルールや自分たちの生活が自 

然環境に与える影響は、計り知れないものがあります。 
自分たちの住む町が、ゴミだらけだったらどうなるので 

しょう。汚い町は、病原菌の住処になります。道に落ちた

ゴミは、雨に流されます。雨に流された汚れた水をきれい

にし川・海に放流するまでには、大変な時間と電気とお金

を使います。この生田にも残念ですが、ルールを守らない

人がいます。12月 18日君たちは、地域社会の一員として

率先してゴミ拾い（地域奉仕）をしてくれましたね。 
 

 
 
 

 
 

 

 団委員長のことば「今日、君たちの手は汚れたかもしれ

ないが、君たちの心の中は、とてもきれいである。」 

 
  
 
 
 3月11日の東日本大震災で親を失った子どもたちが大勢

います。君たちと同世代のこうした子どもたちが自らの希

望に沿った学校を卒業し、社会人として独り立ちするまで、

息の長い支援を行うことが必要です。震災から 9か月経ち

ましたが、復興支援は思うように進みません。12月 18日

寒さに耐えながら君たちは、活動の趣旨を理解し自らの意

思で声を張上げ、「震災孤児・遺児の育英基金」募金活動を

行いました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 12月 25日。今日は、ビーバー隊と合同でクリスマス集

会です。 

 嬉しいお知らせ！君たちが4日に描いたクリスマスカー

ドがカナダへ届き、ナイアガラ 1団・6団から返信のお手

紙とワッペンが届きました（素敵なクリスマスプレゼント

になりましたね）。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ↑あれ？ピカチュウ？ 

  

今年も各組スタンツを発表してもらいました。お題は、

動物が登場する昔話でカブ隊の「やくそく」と「さだめ」

をスタンツに組み入れることと隊長から発表がありました。 

4日午後の組集会、18日団行事「お餅つき」の終了後の

組集会と短い時間、組で話し合い、小道具（お面）を作り、

上手に練習できました。今日は、来賓頂いた育成会・団委 
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自分の住む町 

  

自らの意志で 

  

 

感謝～クリスマス会～ 

  

  



 

  
 
 
 
 
員会の委員長・副委員長に発表する本番です。みんな思っ

たより緊張していない様子（期待できるぞ！）。 

 2組のスタンツは、「桃太郎」、1組のスタンツは、「大き

なカブ」です。 

 

 

 

 

 

 

 

              桃太郎に黍団子を貰った、 

いぬ・さる・きじ・くま・う 

さぎがりゅう（来年の干支だ） 

を退治するぞ！退治されたり 

ゅうは、カブ隊の５つの「さ 

だめ」をみんなの前で誓って

くれました。 

  

 

 

 

 

 

 

              大きなカブ。2匹のオオカ 

             ミの力では、大きなカブが動 

かせないので困っています。 

              そこにりす・うさぎ・しか・ 

くまが助けに登場。みんなで 

力を合わせればできることが

沢山あります。2 匹のオオカミは、カブ隊に入隊しこれか

らも組の力になってくれるでしょう。 

              ビーバー隊も大きな声で明 

るく・元気な歌（あわてんぼ 

うのサンタクロース）を披露 

してくれました。 

              みんなに「元気」届きまし 

たよ！ありがとう。 

 

 スタンツの後は、マジックを披露しました。本・トラン

プ・画用紙＆カード・ペットボトル＆水・封筒＆カード・

ハンカチ・ロープ・コイン・コップ・新聞紙とマジックの

道具も色々です。みんなマジックだけではなく、途中のお

話や演技もパーフェクト。みんなの素晴らしい出来にリー

ダー 

 

 

 

 

ダーたちもびっくり。 

 

 

 

 

 

 

 午前中、みんな練習してきた成果を出し切りました。 

 12時昼食の時間です。みんな「感謝」、「ありがとう」の

気持ちでいただきました。 

☆育成会、団委員会の委員長・副委員長お休みの中、来て

下さってありがとうございます。 

☆リーダーの皆さん事前準備ありがとうございます。 

☆デンリーダー・デンコーチの皆さんスタンツ上手くいき

ました。指導ありがとうございます。 

☆ご父母の皆様、昼食準備・買い出し準備ありがとうござ

います。 

☆団委員長・副団委員長、いちごの差入れありがとうござ

います。 

☆カナダのスカウトお手紙返信ありがとう。 

            ・ 

            ・ 
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津嶋隊長新体制で早いもので4か月が経ちま

した。来年も楽しい企画で盛りだくさんです。 
これからもご支援・ご協力のほど宜しくお願

い致します。 
風邪をかないように来年も元気な顔を見せ

てください。 


